
 
 

組合基本方針  組合の団結と調和 日本一の工業団地を目指す！ 

 

 

 

 

 

新 年 の ご 挨 拶 
流山工業団地協同組合 理事長 洞下 英人 

 

新年明けましておめでとうございます。 

 組合員の皆さまにおかれましては、お健やかに新春を

お迎えのこととお慶び申し上げます。平素より組合活動

へのご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、コロナ禍からようやく回復し始めた令和６年で

したが、元日に能登半島地震が発生し、多難の年明けと

なりました。また、自然災害の多発や原燃料の高騰が物

価の上昇に拍車をかけたほか、一時的な米不足といった

問題も発生しました。秋には衆議院議員選挙で与党が過

半数を割り、今後の政局も混迷を深める事態となりまし

た。 
当組合においても、そんな混沌とした景況に大きく影響を受けました。とくに価格転嫁に苦慮する企業

が相次ぎ、一社が倒産する憂き目に遭い、組合の中にも激震が走った年となりました。 

 しかし、このような厳しい環境下においても、良い出来事も多数ありました。かねてより課題であっ

た組合駐車場の不足問題が、土地購入による用地確保で解決したこと、上昇基調にあった電力費が落ち

着きを見せて安定し始めたことなど、いずれも組合員の皆さまのご協力の賜物であり、心より感謝申し

上げます。また、組合員ご夫妻での懇親会や、５年ぶりの開催となる１１月の団地祭りなどを通じて、

皆さまとの協調や団結をより一層深めることができました。 

 今年の干支は、辰年から巳年になり、六十干支では「乙巳（きのとみ）」に当たります。「乙」と「巳」

も共に、既存の状態から脱却して前に進むという意があり、外圧が強くてもその場しのぎの従来のやり

方にけじめをつけて、新たな展開に向けて前進していく年としての意が込められております。 

 本年も厳しい外部環境が続くと予想されますが、組合員の皆さまと知恵を出し合い、コツコツと新た

な価値を創出し、課題の解決を目指してまいります。一人ひとりの力は小さくとも、力を合わせること

で必ず解決策が見つかるものです。困難があるからこそ喜びもその分大きくなります。皆さまと共にそ

の喜びを分かち合い、この難局の壁を乗り越えてまいりたいと思います。 

 引き続き、組合活動へのご協力を賜り、各企業の皆さまのご多幸と益々のご繁栄をご祈念申し上げ、

年頭のご挨拶とさせていただきます。 
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新年明けましておめでとうございます。 

 流山工業団地協同組合の皆様におかれましては、穏やかに初春をお迎

えのことと心からお慶び申し上げます。 

平素から、組合員の皆様には、日頃から市政の各般にわたりまして格別

なる御理解と御協力を賜り、また、本市の発展と地域経済の活性化に多大

な貢献をされておりますことに、厚く御礼を申し上げます。 

昨年は、コロナ禍以前の賑わいが戻り、地域経済の発展に向けて力強く

歩みを進めた一年でした。一方で、円安の中で、原材料価格、エネルギー

価格、労務費の高騰などの厳しい経営環境の年でもありました。そうし 

流山市長 井崎 義治 

 

た環境の中、「組合の団結と調和、日本一の工業団地を目指す」の基本方針のもと、一丸となって課題解決に

取り組む会員の皆様の御努力に対して、心から敬意を表します。 

 さて、本市で高い出生率により、人口増加が続いており、昨年に２１万３千人を超えました。組合員の皆

様におかれましては、これらを人材確保やビジネス拡大のチャンスとして活かして頂き、事業のご発展に繋

げていただきますとともに、引き続き、市政への御理解と御支援を賜りますようお願い申し上げます。 

 結びに、流山工業団地協同組合のさらなる御発展と、組合員の皆様の事業の発展と益々の御健勝を心から

お祈り申し上げ、年頭の御挨拶とさせていただきます。 

流山商工会議所 会頭 田口 佳子 
 

 

 

新年あけましておめでとうございます。 

流山工業団地協同組合の皆様には会議所運営にご協力いただきまして、厚

く御礼申し上げます。 

２０２４年に入っても、国際社会の中で様々に亀裂が深まりました。政治

や経済をめぐる様々な課題に直面し、日本にも変革の芽が生まれてこようと

しております。本年１月から発足するトランプ政権。経済の損得を重視する

トランプ氏の采配は分断で多極化を加速することにつながると思われます。

政治、社会、あらゆる面で予期せぬ混乱と分断が進むかもしれません。 

しかし、大きな変化にはチャンスも生まれます。つまり、この変化をチャンスにつなげられることができる

かが問われるのです。エネルギー、経営課題、人的資本。２０２５年問題として、団塊の世代全てが７５才

以上となり、後期高齢者となる時代。昭和１００年、戦後８０年と大きな節目となるのが２０２５年です。

高齢化による成長力低下や労働生産性の低さは、ＤＸやリスキング推進等の施策によって何としても克服し

なければなりません。事業の新陳代謝を促し、経営刷新を進め、スタートアップへの投資に向けて、素材や

生成ＡＩ、人口知能といった先端技術の導入、考えられる手段を迅速に進めることが明暗を分けるでしょう。

その為には、人的資本経営の推進をもとに人材育成を進めていくことが重要と思います。流山商工会議所と

致しましは、会員の皆様と共にこの困難な時を進む所存でございます。 

 貴組合の益々の発展をご祈念申し上げまして、年頭のご挨拶とさせていただきます。 
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新型コロナウイルスの影響で５年ぶりに第７回団地祭りを、１１月２４日（日）に、組合会館前駐車場で開

催致しました。 

当日は、晴天で暖かく過ごしやすい天候に恵まれたなか、開会式を執り行い、５年ぶりのため理事長に就任

して初めて挨拶を洞下理事長にしていただき、続いて、流山市議会 坂巻議長、地元選出の齋藤健衆議院議員

の代理 安藤秘書、千葉県議会 武田県議会議員にご挨拶をいただき、団地祭りが始まりました。 

工業団地の模擬店として、ポップコーン、フランクフルト、飲物、ゲーム（コーンホール）を実施しました。 

市内等の事業所による模擬店は、 

 宝物とリボン おしるこ 

 Ａ－Ｕ－Ｎ  サンドイッチ スープ 丼 

 藤屋     和菓子各種 

 ＭＯＩ    綿菓子 

 キッチンカー 焼き鳥 

に出店していただきました。 

ステージでは、 

 香香香（シャンシャンシャン） 

  流山等近隣で二胡の演奏をしているグループから当日限りの３人娘ユニット 

 恩流－Ｍｅｇｕｒｕ－ 

  流山市で活動する男女二人組音楽デュオ 

 ＮＡＣＨＡ 

  流山にある実践型音楽スタジオの代表ヒナさんとその生徒さん 

 三姿舞（さんしまい） 

  本当の三姉妹ダンスボーカルユニット 

の方々に出演いただき、おおいに盛り上げていただきました。 

団地祭り最後には、恒例のくじの抽選会を開催しました。 

くじは、２３６本はずれなし、１等から３等は、流山のお店の高額食事券でした。 

久々の開催で、準備、運営等に再度見直しが必要なところもありましたが、無事に開催できましたことをご

協力いただきました方々に紙面をお借りして感謝申し上げます。 

第８回団地祭りもよろしくお願い申し上げます。 

 

 

三姿舞オンステージ 

第７回団地祭り 開催 



－組合員の退会－ 

 工業団地進出時よりの組合員である株式会社鶴田食品千葉が、令和６年１０月９日に千葉地方裁判所松

戸支部に破産手続きの申し立てを行い、破産手続が令和６年１０月２２日に開始され、当組合を退会する

ことになりました。 

 団地進出時より、初代社長、二代目社長には、組合活動に大変ご協力いただいたことから、非常に残念

なご報告です。 

事務局だより 

７月２６日（金） 第２８回ボウリング大会を５年ぶりに開催しました。 

        結果は、下記の通りでした。 

            団体         個人  

       優勝 ㈱ファンケル美健   堀切友哉氏［㈱ユーワ］ 

       ２位 サンコーテクノ㈱   西條琢磨氏［㈱ファンケル美健］ 

       ３位 栄光産業㈱      中澤彩花氏［㈱ファンケル美健］ 

１０月２４日（木） 献血の協力 

        ９社（前回と同じ） 

        献血の協力者 ４１名（前回より－１０名） 

        ２００ｍｌ ２名 ４００ｍｌ ３１名 不採血 ８名 

ご協力ありがとうございました。次回は、２月２７日（木）になりますので、ご協力下さいます

ようお願い申し上げます。 

 

今後の予定 

２月１９日（水） 生産性向上支援訓練 

  ２６日（水） 「データサイエンス入門」 

３月２９日（土） 第２４回組合ゴルフコンペ 

 

 

明けましておめでとうございます。本年もよろしくお願い申し上げます。 

今年の年賀状は何枚届いたでしょうか？ 毎年元旦の郵便ポストを開けるのを楽しみにしています。

一昨年より年賀状じまいの案内が届くようになり、今年は何枚届いているかドキドキしながら郵便ポス

トを開けました。年賀状は、「遠方で新年の挨拶に行けない代わりとして広まった日本文化の風習」だ

と聞きました。 

 年賀状一枚で繋がっている友人、家族の成長、近況報告などの楽しみもあります。 

 またお年玉宝くじも楽しみのひとつです。さまざまな理由でやめる人が多くなったようですが、年賀

状から電子メールやＳＮＳなどが増えていくと思います。古き良き物は残し、その時代の変化に乗り遅

れないように過ごしていきたいと思います。 

長蛇の列ができるほど、多くのご縁が広がる年になりますよう、心よりお祈り申し上げます。 

遠藤 佳男 
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